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ご
あ
い
さ

つ

同
窓
会
員
の
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
テク
か
。

皆
様
の
母
校
で
あ
る
坂
戸
高
等
学
校

は
、

昭
和
四
十
六
年
に
開
校
し
、

今
年
、

三
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
の
卒
業
生
は
、　

一
万
八
百
余

名
を
数
え
、

全
国
各
地
で
幅
広
く
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

皆
様
の
お
子

さ
ま
も
、

生
徒
と
し
て
大
勢
こ
の
坂
高

三
十
周
年
を
迎
え
て

同
窓
会
会
長

今
年
二
月
、

卒
業
式
前
日
の
予
行
に

お
い
て
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、

二

十
七
回
生
四

一
五
名
を
迎
え
、
、

△
〓
員

数

一
一
，

①
七
五
名
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
七
回
生
の
代
表
は
、

木
村
唯
人
さ

ん
と
と
小
原
翔
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

坂
戸
高
校
は
今
年
三
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。

学
校
で
は
三
十
周
年
行
事
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、

同
窓
会
で
は
、

三

年
後
の
三
十
日
生
が
入
会
す
る
の
に
合

わ
せ
て

「
二
十
周
年
記
念
同
窓
会
名 坂

戸
高
校
校
長
　
倉
　
林
　
伸
　
夫

で
元
気
に
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、

皆
様
の
母
校
に
期
待
す
る

熱
い
想
い
に
応
え
て
、

進
路
は
も
と
よ

り
、

部
活
動
で
も
全
国
大
会
出
場
の
放

送
部
、

関
東
大
会
出
場
の
剣
道
部

・
登

山
部
を
始
め
と
し
て
多
く
の
部
が
、

本

校
の
立
派
な
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
や
校
風
を
大

切
に
し
な
が
ら
、

坂
戸
高
等
学
校
の
さ

ら
な
る
充
実

・
発
展
の
た
め
努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

学
校
で
は
、

十

一
月
十
八
日
に
創
立

三
十
周
年
記
念
典
を
挙
行
し
、

併
せ
て
、

記
念
誌
の
刊
行
と
記
念
事
業
と
し
て
部

室
や
食
堂
な
ど
の
改
修
中
で
す
。

今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
支
援

・
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
て
、

ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

坂
　
本
　
　
　
毅

（
一
回
生
）

縛
」
を
発
行
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

同

窓
会
の
活
動
と
し
て
は
、

当
面
は
名
簿

の
発
行
に
備
え
、

準
備
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、

現
在
、

九
月
の
文
化
祭
に
合
わ
せ
た

「同
窓
会
だ
よ
り
」
の
発
行
、

役
員
会

と
親
睦
会
、

卒
業
時
期
の
入
会
式
を
行

つ
て
い
ま
す
。

会
の
運
営
上
な
か
な
か

活
動
の
活
性
化
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。今

後
は
、

以
前
行
っ
て
い
た

「卒
業

生
の
集
い
」
を
再
度
計
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

難
し
い
問
題

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て

は
、
「や
な
ぎ
察
」
に
合
わ
せ
て
定
例

化
を
考
え
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
、

親
睦
団
体
で
す
か
ら
、

全
て
奉
仕
と
し
て
自
分
た
ち
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

仕
事
な
ど
の
都
合
で
、

な

か
な
か
集
ま
る
機
会
が
も
て
ま
せ
ん
。

≡
し
か
し
、

毎
年
少
し
づ
つ
で
す
が
新
し

い
人
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

の
ま
わ
り
で
協
力
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
は
会
の
方

へ
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
親
睦
団
体
で
す
。

今
後
の

坂
戸
高
校
同
窓
会
の
在
り
方
を
会
員
み

と
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

賤
ド
賊
軸
勤
ず
で
理
解
、

ご
支
援
を
お

平 成 1 2 年 度 職 員 人 事 異 動
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ギ
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総
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埼
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代
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団
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選
考
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パ
シ
ョ
ネ
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・
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…
埼
玉
ボ
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カ
ル
ア
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サ
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ブ
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コ
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ス
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α
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音
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演
劇
部
…
第
四
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央
発
表
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同
意
舎
に
さ
せ
こ

坂
高
生
活
で
得
た
も
の

生
徒
会
活
動
を
通
じ
て

小
原
　
翔

（
二
十
七
回
生
）

足
掛
け
三
年
間
、

監
査
委
員
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中

で
自
分
に
と

つ
て
も

つ
と
も
よ
か
っ
た

こ
と
は
、

自
分
の
仕
事
に
対
す
る
責
任

の
重
さ
と
い
う
も
の
が
身
を
も

つ
て
体

験
で
き
た
こ
と
だ
と
思
う
。
自
分
で
立

候
補
し
て
、

信
任
投
票
と
は
い
え
選
ば

れ
て
、

全
校
の
代
表
で
あ
る
監
査
と
い

う
役
職
に
就
い
た
の
だ
か
ら
、

当
然
の

ご
と
く
責
任
は
重
い
。

自
分
の
仕
事
に
対
し
て
日
常
生
活
で

責
任
の
重
さ
を
体
験
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
思
う
。

そ
の
中
で
三
年
間

通
じ
て
、

こ
う
い
う
体
験
が
で
き
た
こ

と
は
、

自
分
に
と

っ
て
す
ご
く
プ
ラ
ス

に
な

っ
た
と
思
う
。

そ
れ
ほ
ど
た
い
し

た
仕
事
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
…
…

こ
れ
か
ら
先
、

い
ろ
い
ろ
と
経
験
す
る

で
あ
ろ
う
責
任
の
重
さ
を
、

今
の
う
ち

に
体
験
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

在
校
生
の
み
な
さ

ん
も
ど
ん
な
形
で
も

い
い
か
ら
、

こ
う

い

う
体
験
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
。

事
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ぶ
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成
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平
成

一
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度
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役
員

△
〓
　
長
　
坂
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毅
盆

回
生
）

副
会
長
　
小
塚
　
市
郎
各
一回
生
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吉
田
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生
）

田
中
　
康
夫
（
四
回
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広
　
報
　
清
水
　
芳
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（
五
回
生
）

〈
〓
　
計
　
小
園
　
雅
子
（
八
回
生
）
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澤
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小
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）

石
井
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一
（十
九
回
生
）

大
谷
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含
一十
回
生
）

武
田
　
次
郎
含
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四
回
生
）

・江
森
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太
郎
含
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五
回
生
）

監
　
事
　
浅
野
　
昭

一
（九
回
生
）

一　
　
細
田
　
淳

一
（九
回
生
）

・　
　
）関
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和
幸
（十
七
日
生
）

顧
　
問
　
持
田
　
睦
美
（七
回
生
）

上
国
　
伸

一
（十
二
回
生
）

第
二
十
七
回
生
同
窓
会
評
議
員

一
組
　
　
新
井
　
千
春

伊
藤
　
宏

一

二
組
　
　
中
村
　
和
弘

花
田
　
香
織

三
組
　
　
露
木
　
由
佳

山
崎
　
直
美

四
組
　
　
阿
部
　
礼
子

木
村
　
唯
人

五
組
　
　
渋
谷
　
幸
代

滝
沢
　
知
子

六
組
　
　
蛭
田
　
ゆ
う
子

渡
部
　
季
子

七
組
　
　
神
田
　
美
苑

田
中
　
泰
臣

八
組
　
　
井
上
　
　
恵

小
林
　
大
介

九
組
　
　
小
原
　
　
翔

野
端
　
美
樹

十
組
　
　
小
鹿
野
　
哲
也

奥
村
　
和
弘

に か 持 自 浪  な 坂 な 意 と た し
｀
 生 長 一 木

役 ら ち 信 人  い 高 こ 味 共 の よそ  徒 を 年 村
立 の で の 生  か 生 と を に で う の  会 や 次 唯
つ 人 い お 活  け 活 も 理 活 は か な  に り生 人
と 生 る か を  が で 達 解 動 な

°
か  力

｀
徒 ⌒

思 に こ げ 送  え 手 成 し す い 私 で  を 私 会 二
い お と で つ  の に で

｀
る か は 私  入 の 会 十

ま い が と て  な し き そ な と
｀
達  れ 高 計 七

す て で て い  い た る れ か 思 自 は  活 校
｀
回°

も き も ま  も も と に で い 信 何  動 生 二 生
多 ま 前 す  の の い よ

｀
ま を を  し 活 年
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編
集
発
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埼
玉
県
立
坂
一星
邑
等
学
校
同
窓
会

印
　
刷
　
ト
キ
ワ
印
刷
所

〇
四
九
三
十
二
二
十
〇
八
六
五

単位 :円

科   目 予 算 額 決 算 額

庶  務  費 150,000 147,840

会  議  費 100,000 89,715

慶  弔  費 50,000 0

事 業  費

象1 箋か軽

1,300,000

100,000

1)200,000

1,347,098

L2推艦|

予  備  費 28.670 0

計 1,628,670 1,584,653

繰  越  金 44,559

単位 :円

科   目 予 算 額 決 算 額

繰  越  金 19,670 19,670

26回生入会金 1,608,000 1,608,000

維  収  入 1,000 1,542

合 計 1,628,670 1,629,212

単位 :円

1,400,000

L靴柵|

単位 :円

科   目 予 算 額

繰  越  金 44,559

27回生入会金 1)660,000

雑  収  入 1,500

Ａ
日 計 1,706,059


